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　日本からのなつかしい便りをありがとうございます。初

めて読みました。楽しくまた緊張しました。いい内容です。

わたしのいるところは標高 3000m 近く。砂漠と草原のオ

アシスの町です。わたしの学生はほとんどがチベット人で、

やがて教師になっていく人たちです。大半は農牧民の出身

です。学力差と日本語への興味関心の格差が大きくて授業

は苦労の絶え間がありませんが、優秀な学生は自学自習で

どんどん進歩します。

　一番の悩みは、ほとんど日本人との交流がなく、なま

の「正しい」日本語が聞けないことで、学生のなまりに引

きずられた日本語を教えているのではないかと恐れていま

す。この人たちが日本語能力試験を受け、日本語の新聞や

インターネットが読めるようになることを期待していま

す。また希望者には、やがて留学できるところまでもって

いきたいと思います。

編集部の皆さんお元気で

阿部治平　青海師範大学民族師範学院日語系　青海省海南蔵族自治

州共和県恰卜恰鎮（学校は、青海師範大学の一学部です。日本の国立

大学の教育学部に似ています。）

呉　善花（お・そんふぁ）

韓国済州島出身。1983 年来日、東京外国語大学大学院修士

課程修了。日韓ビジネスの通訳、翻訳業の傍ら日本語を教え

る。現在、拓殖大学日本文化研究所客員教授の他、日韓文化

協会の理事を務める ｡ 第 5 回山本七平賞受賞作の『攘夷の韓

国 ､ 開国の日本』をはじめ『スカートの風』（正、続、新）、『韓

国併合への道』、『「反日韓国」に未来はない』等、著書多数 ｡

表紙エッセイストプロフィール
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